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１．はじめに

　都道府県別GDPは、地域経済の実態を把握す

る上で重要な基礎統計である一方、公表までに２

～３年程度のタイムラグを伴う。このため、地域

金融機関や自治体の実務においては、直近の景気

動向を迅速かつ定量的に把握することが難しいと

いう課題がある。

　本稿では、広島県を対象として、年次の実質

GDP成長率を予測するための実務志向型モデル

を構築する。具体的には、非観測成分モデル

（Unobserved Components Model、以下、UCM）

を用いて中長期的な基調成分を抽出し、その残差

部分を機械学習モデルにより補完する二段階構造

を採用する。これにより、景気循環や一時的ショッ

クと、基調的な成長要因を明確に切り分けた予測

を可能にする。

　また、機械学習モデルについては、予測精度の

向上のみならず、結果の解釈可能性を重視し、

SHAP（SHapley Additive exPlanations） に 基

づく要因分解を行う。これにより、各年度におい

て、どの経済変数が予測に寄与したのかを定量的

に示すことができる。本稿の狙いと工夫した点は、

以下の３点である。第１に、構造時系列モデルと
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　地方経済の把握は地域金融にとって重要であるものの、都道府県別GDPは公表までに時間を要し、実務での即
時活用には限界がある。本稿では広島県を対象に、UCMにより基調的な成長率を抽出した上で、基調からの乖
離部分を外生マクロ指標と機械学習により説明する二段階モデルを構築した。年次予測に加えて四半期パスも提
示し、予測精度と説明可能性の両面から本手法の実務的有用性を検証した。
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